
財務診断取扱マニュアル

JBIシステムズ株式会社



ログインから代理店設定

あなたのIDとパスを入力してください
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新規入力の場合

クライアント会社名を入力→登録をクリック

データ一覧には、過去に入力した
データが見れます。



クライアント企業の情報入力

新規入力をクリックして入力画面へ

注意

入力した後に必ず「登録」をクリックして下さい。一度登録した後にデータを直した場合は、「登録」が
「編集」に変化しています。その場合でも必ず「編集」をクリックして下さい。

クライアント会社名を入力→登録をクリック

決算書の入力から開始
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決算書データ入力

必ず入力終了後に「登録」をして下さい

登録をせずに次の入力に移ると、

入力したデータがすべて消えます

登録が完了すると「編集」に変わります

数字を直したら必ず「編集」をクリック

して下さい

注意
決算書データ・ヒアリングデータ・保険データの入力と登録が完了すると
「前期の決算書へ」が緑色に変化して先へ進めます。
データがない場合は、必ず「０」を入力して登録して下さい。
入力単位は千円単位です。
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決算書データ入力 （入力方法）

注意
入力の簡便性を図る為、決算書のすべての数字を同じに入力は致しません。

入力箇所の移行は、エンターキーではなくTABキーで下に移動します。
数字は左詰めです、カンマはありませんので桁に注意して下さい。

入力単位は千円単位です。１円単位の場合はエラーになります。

決算書に「現金」「預金」または「流動性預金」「固定性預金」などに別れている場合は
その合計を入力して下さい

決算書に「売掛金」の科目はなく、替わりに「未収入金」が多額に計上している場合は、
「未収入金」の額を入力して下さい。（運送会社などの場合など）

商品・原材料・貯蔵品などを合計して入力して下さい
（前期・前前期とも同じ科目を合計して下さい）

前払保険料ではなくて、前払費用の科目がある場合は「前払費用」の額を入力して下さい

その他の科目を合計して入力して下さい
また、端数の調整もして、決算書の流動資産合計に合わせて下さい
貸倒引当金は、必ずマイナスして下さい
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決算書データ入力 （入力方法）

その他の科目を合計して入力して下さい
また、端数の調整もして、決算書の固定資産合計に合わせて下さい

決算書に「買掛金」の科目はなく、替わりに「未払金」が多額に計上している場合は、
「未払金」の額を入力して下さい。（運送会社などの場合など）

その他の科目を合計して入力して下さい
また、端数の調整もして、決算書の流動資産合計に合わせて下さい
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決算書データ入力 （入力方法）

製造原価明細にも「減価償却費」がある場合があります。
販売管理費の中の減価償却費と合算して入力して下さい。

BSの資産合計と負債・資本合計が一致すると「OK」が表示されます。
合致しない場合、その差額が表示されますので、調整・修正をして下さい

PLの税引き後当期純利益の額とBSの利益剰余金の差額を一致させて下さい

決算書データ入力 （入力データのチェック）

注意
上記箇所のチェックがクリアーにならないと先に進めません。（前期の決算書へ）の色が変わりません）

【必ず登録（編集）のボタンをクリックして数字を確定させてください。】



8

ヒアリングデータ入力 （入力方法）

「ヒアリングデータの入力へ」をクリック

借入額以上に繰り上げ返済は出来ません
入力箇所の左の数字は借入残高です。必ずOK表示と100％以下にの数字を入力して下さい

自社株の買取額は買取限度額以下で入力してください。

1

2

注意

【必ず登録（編集）のボタンをクリックして数字を確定させてください】
【入力は千円単位です】
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銀行返済は月額です。社長報酬は年額です。
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生命保険データ入力 （入力方法）

注意

被保険者（社長）の契約を２０件まで入力できます。（初期設定では１０件になってます。それ以上
入力する場合は「追加表示」ボタンをクリックして下さい。
「未入力確定」ボタンを押すとすべての契約がなし状態になりますので気をつけて下さい。
「未入力確定」ボタンは生命保険データを１件も入力しない場合のみクリックしてください。
社長以外の被保険者の保険データも２０本入力出来ますが、データの記録のみになります。
その後の社長死亡時決算書などの出力には、何も影響しません。

全項目に入力をして、赤字の表記はなくして下さい.

保険会社名にブランクを入れて、「登録」をクリックする
と赤字の表記は消えます.

死亡時に取り崩す前払保険料額と保険料積立金額を入力して下さい

（保険料合計－損金計上額）×経過年数
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生命保険データ入力 （入力方法）

保険会社名がリストにない場合は、リストの一番下のその他を選択して下さい

経過年数・損金算入額・商品種類・解約返戻額・前払保険料取り崩し額・保険積立金
取り崩し額に関しては、絶対的に正確な金額は求めておりません。

データ一覧画面の「詳細」をクリックして「保険一覧」をクリックすると、入力した保険契約
の一覧が表とグラフで確認ができます。

注意

【必ず登録（編集）のボタンをクリックして数字を確定させてください】
【入力は千円単位です】
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生命保険データ入力 （入力方法）

注意

被保険者（社長）の契約を２０件まで入力できます。（初期設定では１０件になってます。それ以上入
力する場合は「追加表示」ボタンをクリックして下さい。
「未入力確定」ボタンを押すとすべての契約がなし状態になりますので気をつけて下さい。
「未入力確定」ボタンは生命保険データを１件も入力しない場合のみクリックしてください。
社長以外の被保険者の保険データも２０本入力出来ますが、データの記録のみになります。
その後の社長死亡時決算書などの出力には、何も影響しません。

全項目に入力をして、赤字の表記はなくして下さい.

保険会社名にブランクを入れて、「登録」をクリックする
と赤字の表記は消えます.

「生保入力へ」をクリック 1

2
生保既契約（社長以外）入力は、現時点ではソフトの計算や出力物に

何も影響を与えません

死亡時に取り崩す前払保険料額と保険料積立金額を入力して下さい

（保険料合計－損金計上額）×経過年数

注意事項
社長以外を入力しない場合は

必ず未入力確定をクリックしてください
してない場合はＰＤＦ出力が出来ません
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生命保険データ入力 （入力の完了）

注意
必要な入力が完了して、尚且つ「登録」や「編集」ボタンをおしてデータが保存された場合には
上の表示の「前期の決算書へ」のボタンが、緑色に変化します。
変化しない場合は、入力データに間違いがあるか登録されているかを確認して下さい。

注意
前の画面に戻る場合は、ソフト内には「戻る」ボタンはありません。
ネット画面の左上の矢印をクリックすると前の画面に戻ります。
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確認 （財務状況確認）

キャッシュフローや決算書のバランスをグラフで掴んで下さい

例）
「利益はないが、営業CFもあり、また前期より現預金も増加している。
またBSのバランスも悪くはない。」
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確認 （必要保障額）

保障額の過不足の確認をして下さい。

例）
「明らかな保障不足」 不足額の算出へ進みます。

例）
バランスシートに、純資産の部と流動資産の部がありません。
ありえないバランスシート＝会社の財務が崩壊してます。
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確認 （保障額の増加手順）

現預金が大きくマイナス 税金も考慮したら３億円ぐらい必要ではないかな・・・

増加させる保障額の金額を入力したら、
登録をクリックして確定

前期の納税後の現預金額と同等の金
額になるように、増加させる保障額を調
整してください 当座比率も参考にして

増加させる保障額を千円単位で入力し登録ボタンで確定して下さい。
決算書やグラフが変化します。
当座比率や現預金の状況を確認して保障額を調整して下さい。

1



16

確認 （保障額の増加手順）

当座比率も現預金残高も前期決算書を超える。
バランスシートの形もよくなった。
よってこの保障額を採用とする。

３億円を入力し登録で確定
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確認 （保険料の増加手順）

３つまでの保険の組み合わせが可能です。
保険料は年額です。損金率が５０％は、逓増定期や長期平準定期を意味します。
損金率０％は終身保険や単なる養老保険を意味します。

保険料の判断の基準となるグラフやデータ群

増加させるS額を確保するP額を探って行きます。

3

増加させる保険料の金額を入
力したら、登録をクリックして確定

保険料にマイナス金額を入れることも出来ます
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確認 （保険料の判断）

手持ち資金余裕が30日分を割り込みます
利益の出ている会社ですが、ちょっと保険料が多すぎます。

銀行返済財源（利益＋減価償却費）が返
済額を下回っているが、営業CFはプラスであ
り、また現預金のスットクも多い会社であること
から負担感は少ない。
営業ＣＦがプラスで現用金は増加がないこと
から、手落ち資金で投資したのかもしれない。
この程度の保険料も負担にはならないであろ
う。

グラフの各指標がプラスかマイナスか？

また、大きくマイナスかプラスかなどを参考に、ソフトの入力した金額が各指標に与える影響度を勘案し
ながら、会社の財務を窮地に追い込まないよう配慮して、保険料の目安を探ってください。
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取り扱いにあたって

解説

過去の資料である決算書を基に、過去に遡って保障や保険料を試算しています。
その試算結果と試算方法を基に、今後を経営者と財務をベースに語ってください。
未来を語るにあたってこの試算データは必ず役に立つことでしょう。


